
第167回　 ボノ株式会社

［会社概要］
代　表：代表取締役　横山貴敏氏
業　種：新商品や新規事業の開発支援、

まちづくりプロジェクトの運営、システム開発など
資本金：500万円
従業員：4名（2020年8月現在）
所在地：東京都文京区関口1-29-6 1F
h t t p s : //g a r a k u t a . t o k y o

　     TOKYO
ー輝く企業の現場からー
キラリ

素材を変えることで地域の魅力を発信できる
「くみぐま」は、「TOKYOイチオシ応援事業」
にも採択されている

我楽田工房には木製キッチンが設置されている。
近隣住民が料理教室や食事会で利用したり、都
市農村交流イベントなどが行われている

ボノが早稲田から江戸川橋周辺で開いた街イベ
ント「weアートフェス」の様子。デザイン展やワー
クショップも行われた

住みたい街のビジョンを語り合い、未来のまちづくり戦略を考える
ワークショップ「ローカルダイアログ」で使われるカード。ゲーム感覚で
楽しみながら、幅広い世代がまちづくりについて話せる仕掛けだ

チンや玄関を仕上げるなどして多くの人を巻き込みました。

現在はイベントやワークショップで利用され、新たな人脈づく

りの場となっています」（横山氏）

　ボノは地域の魅力をアピールするツールづくりにも取り組

んでいる。それが「くみぐま」だ。人と人、地域と人をつなぎ結

びつけることから着想を得た「ひも（東京くみひも）」を使って

パーツを結び合わせ、クマのぬいぐるみをつくることができ

る。これが東京都と公社が実施している「TOKYOイチオシ応

援事業」に採択され、助成金と公社の専門家のアドバイスを

活用して商品化し、ワークショップも開発した。江戸切子や江

戸更紗などの工芸品をパーツに取り入れたくみぐまの展示会

開催が新たな販路獲得につながるなど、地域産業の魅力発

信に一役買っている。

　そんな同社にとって最大の強みは「つなげる力」だと、取締

役COOの谷津孝啓氏は胸を張る。

　「社外とのつながりを求める際、日本企業は『自社商品や

サービスを売る』と考えがちです。でも、それでは多くの協力を

「人と地域をつなぐ仕組み」を提供する企業

地域に足を運んでリアルな生活者の声を聞く

　今後も、人が集う場所を生み出し、人と人、人と地域を引き合

わせることで地域活性化に貢献する考えだ。

　「私と谷津は、我楽田工房の周辺地域を『日本のシリコンバ

レー』にしようとよく話しています。東京に集まっている『何かを

始めたい人』が連携できる仕組みを用意することで新たな価値

が生まれる手助けをしたいのです」（横山氏）

　「若者が挑戦しやすい社会をもたらす手助けですね。たとえ

ば我楽田工房のコワーキングスペースでは、人が集まって情報

を共有し、一緒に働くためのノウハウが培われています。これを

地方にも広めれば、Iターン・Uターン就職を考えている若者に

働く場を提供することもできると思います」（谷津氏）

得るのは難しく、一緒に未来をつくろうとする気運も生まれま

せん。その点当社は、『連携するとこんな利点があり、こんな将

来が期待できる』と提案します。こうした仕組みづくりが得意

なので、多くの協力が得られるのです」（谷津氏）

　つなげる力を磨けたのは、現場主義を徹底していたから。

「『プラットフォーマー』と呼ばれる企業やそこで働くエンジニ

アは、一般の人が暮らしの中でITを使う場面を見ていませ

ん。一方、私たちは地域に足を運んでリアルな声を聞いてい

ます。だから人と地域、人と企業をつなげる力を磨くことがで

きたし、それゆえにプラットフォーマーの弱点を補う形で提携

ができるのです」（谷津氏）

　ボノは他にも、地域を盛り立てる取り組みを多数進めている。

代表格は、地域で働きながら社会課題の解決に取り組む人材

の研修プログラム「ソーシャルチャレンジャー」や、オンライン

移住・都市農村交流の場づくりを支援する「ゼロイチ」など。IT

を活用しながら、地域や組織、世代などの壁を取り払って人々

がつながる仕組みを設計している。　　

　2008年にボノを設立した横山貴敏氏は、創業以来、まちづ

くりや地域活性化関連の案件を数多く手がけている。当初は

大手企業の傘下で地域の事業に関わっていたが、自らが主導

してまちづくりに取り組むやり方へと切り替えた。

　「当初は、まちづくりの中で住民の声を直接聞く機会も少な

く、そこに限界を感じていました。そこで、課題設定から情報収

集まで自分たちが直接関わるようにしたのです。自治体など

へ企画提案を行ったり、入札に参加して業務委託を受けるよ

うにしました」（横山氏）

　一方で、『人と地域をつなぐ新しい仕組み』をつくりたいと

考え生み出したのが、人と地域をつなぐことをコンセプトに立

ち上げた地域交流スペース「我楽田工房」（文京区関口）であ

る。この場を地域の拠点に育てるため、横山氏たちはオープン

前から工夫をこらした。

　「人を集めるには、この場所を他人ごとではなく『我がこと』

と捉えてもらうのが近道です。そこで、まちづくりに興味を持つ

人に呼びかけ、『人が集まる場所とは？』というお題でワーク

ショップを開催。出た意見を取り入れ、皆と一緒に木製のキッ

人や地域、企業をつなぐ

市民大学も立ち上げ

「2019年に始めた、市民が自
主的・自発的に運営する市民
大学『東京山の上大学』も、地
元である文京区や新宿区周
辺エリアを盛り上げる取り組
みのひとつです。今後も当社
は、『つなげる力』を生かして
何かに挑戦したい人を応援し
続けたいですね」（横山氏・写
真左）

東京で培ったノウハウを提供して地方を活性化
取材後記

IT企業から未来の「まちづくり」に必要な価値を自ら創造する

企業へ変革したボノ株式会社。それは、横山社長の「自分がつ

くったものを子供や孫の時代まで残したい」という思いからで

した。徹底した現場主義でいろいろな人の声を聞いて、人と地

域、人と企業をつなげていき、「これいいね！」という価値をどん

どん創っています。      　　　　　（総合支援課　林野昌弘）
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